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X線CTスキャンを⽤いた微細構造の
⾮破壊検査のための⾼精度3次元形状取得技術

キーワード：⾮破壊検査・3次元形状抽出・微細構造・X線CTスキャン

微細構造：製品の軽量化・
⾼強度化を可能にすると

期待。付加造形技術で製造。

細構造の内部形状
データを⾮破壊かつ

⾼精度に取得
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⾼解像度結果
(812 x 900ボクセル)

• CTボリュームを、機械学習により低ノイズ・⾼コントラストに⾼解像度化

• CT値の⾼階微分を⽤いて、CTボリュームから⾼精度に表⾯メッシュを抽出
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ボクセルサイズ

108 µm ⽴⽅
1000 1000

1009ボクセル

協⼒：東京都⽴産業技術研究所 紋川 亮、三浦 由佳、⽉精 智⼦、東京⼤学 ⼤⽵ 豊

⾼階微分による
抽出表⾯

１階微分による
抽出表⾯

閾値処理による
抽出表⾯

フィッティング円筒からのずれのカラーマップ

⾼階微分値の
ゼロ点が
物体表⾯
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